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本研究は、仙台市内にある中小企業組合の中年労働者を対象に 3 年間（2008 年～2011 年）調
査し、歯磨きと MetS の関連について調べた。横断研究参加者は 2008 年に健康診断を受診し、
研究同意した 1154 人（20-74 歳）の内、資料が整っている 925 人（男性 696 人、女性 229 人）。
縦断研究参加者はベースライン（2008 年）で MetS に該当しない人で 1 年以上健康診断を受け
た 685 人（男性 512 人、女性 173 人）。3 年追跡研究参加者は縦断研究の参加者で 2011 年健康






925 人の参加者のうち、145 人（15.7%）は MetS 有症者であった。歯磨き頻度は、６つの生
活習慣因子（非喫煙者、喫煙者、飲酒者、朝食摂取、性、職業）と関連があった（p<0.05）。横
断研究で MetS 有症率の調整オッズ比（OR）は、歯磨きの少ない群に比べて多い群は OR=0.47
（95%信頼区間; 0.24-0.92）であった。1 年以上の縦断研究でも、この有意な関連は変わらなか
った（OR=0.43; 0.19-0.97）。 
3 年追跡結果で、MetS 発症率に関連する生活習慣は、歯磨き（OR=0.61; 0.40-0.92）と身体
活動（OR=0.74; 0.54-0.99）の二つであった。この解析で、身体活動と歯磨きの交互作用で統計
的な有意差があった（p=0.025）。 
歯磨き頻度による層別化解析は、歯磨きの多い集団（≥ 2 回/日）では、身体活動と MetS 発症
率との間に負の有意な関連があった（OR=0.30; 0.13-0.70）。逆に、歯磨きの少ない集団（<1 回/
日）では、身体活動と MetS 発症率との間に有意な関連がなかった（OR=1.21; 0.41-3.61）。この
結果は、歯磨きが MetS 発症率の減少と身体活動の有意な関連を調整することを示唆する。 
 
【結論】 
本研究は、頻繁な歯磨き（≥ 2 回/日）が MetS の低い有症率と発症率に関係することを示した。
加えて、身体活動と MetS 発症率の関連は歯磨き頻度に依存した関係であった。すなわち、高い
身体活動は歯磨きを頻繁にする集団（≥ 2 回/日）にだけ MetS の低い発症率と関連があったが、
歯磨きの少ない集団（1 回/日以下）では関連がなかった。 
本研究の知見は、十分な口腔ケアは、健康志向の習慣の基本要素（いわゆる健康生成論的な）
として、身体活動のように他の生活習慣の MetS 発症の改善効果に貢献するかもしれない。 
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